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  校 長 石 山   輝  

本日、1 学期の終業式を迎えました。保護者や地域の皆様におかれまし

ては、本校の教育活動の推進に対しまして、様々な場面でご支援いただけま

したこと、厚くお礼申し上げます。 

 4 月に素敵な新 1 年生 37 名を迎え、児童数 179 名でスタートした令和 5 年度の東神楽小学

校。「笑顔いっぱい」を重点目標に据え、勉強に、運動に、友達との関わりに、文字通り笑顔いっ

ぱい全力で取り組んできた子どもたち。この約 4 か月の間において、日々着実に成長が感じられ

た 1学期となりました。 

 ここ数年、感染症への対応で様々な制限を受けながら過ごしてきた子どもたちも、5 月 8 日の

新型コロナ 5 類への移行後からは、少しずつ心も開放されはじめ、多くの笑顔を見ることができ

るようになってきました。6 月からは 3 年振りとなる全校給食も再開できました。みんなとお話

しながら笑顔で食べる給食は、本当に楽しそうで、「給食って楽しいな」との思いがどの子からも

感じられるようになりました。 

 そんな「笑顔いっぱい」の子どもたちを支えていただいたのは、日々様々な教育活動において「笑

顔いっぱい」でお手伝い、ご支援いただいた保護者・地域の皆様方です。環境整備では、農園作業

や花壇の苗植え作業、松ぼっくり拾いなど、行事では、運動会のテント撤収や駐車場対応など、学

習面では、生活科のゲストティーチャー、田植え体験やグリーンツーリズムなど、そのほか、毎日

の登下校の見守りや読み聞かせなど、まだまだたくさんあるかと思いますが、日々の子どもたちの

成長に多くの方々が関わっていただいていること、また、いつも「笑顔いっぱい」で子どもたちに

温かく接していただいていることに、改めて感謝申し上げます。 

子どもたちが引き続き「笑顔いっぱい」で過ごしていけるよう、私たち職員一同、2学期もまた、

しっかりと子どもたちと向き合いながら日々の教育活動に取り組んで参りますので、今後とも温か

いご支援とご協力をよろしくお願い致します。 

 

 

◇職員の「定時退勤日」の設定について 

 現在、様々な職種で働き方改革の取組が進められており、教員についても、

民間労働者と同様に、時間外勤務は月 45 時間以内・年 360 時間以内と定め

られています。そのため、「東神楽町立学校における働き方改革アクションプラ

ン」では、「定時退勤日を月 2 回以上実施する」ことを求めておりますが、本校ではこれまで設

定されておりませんでした。 

 つきましては、2学期より第 2・第 4金曜日を「定時退勤日」として設定し、職員一人一人の

ワークライフバランス（仕事と生活の調和）を意識した働き方を推奨していくこととしておりま

すので、ご理解のほどお願い致します。 

 
◇本年度の重点目標 
  笑顔いっぱい!!できた！わかった！がんばった！自信がついた！ 第４号 令和５年７月２６日 



 
７月６日（木）、北川能園で４年生が農業体験を

させていただきました。命についてのお話（「作物
は、子孫を残すために生きている」「生きている物
は、死んだ物の栄養を、吸って生きている」「感謝
の気持ちを込めて、いただきますを言ってほし
い」）を伺ったり、収穫体験（収穫→袋詰め→ピー
マンの丸かじり）を、させてもらったりしました。
また、おみやげとして、自分で収穫したピーマン
をいただきました。体験後、子どもたちから「ピ
ーマンのことが詳しくなりました。」「こんな素敵
なピーマンを作ってみたいと思いました。」「ピー
マンの育て方を参考にして家でも育てます。」「家
でピーマンをおいしくいただきました。」「命につ
いてのお話が分かりやすかったです。」「ピーマン
の袋詰めが楽しかったです。」などの声がありま
した。 

 
 
 

 
 
ＧＴＡ吉尾さん・石上さん・小川さん・南さん・

八木さん・鈴木美洋子さん・前田大輔さん・
前田珠妃さん・遠藤さん・髙橋由佳さん・ 
尾崎さん・森山さん・川内さん・丸田さんに
支援していただき、児童約２５名と一緒にコ
ミュニケーションを取り 
ながら楽しんで花の苗植 
えを行いました。その結 
果、玄関前が色鮮やかで 
素敵な環境になりました。 

 

 

 

花壇・プランターに花の苗植え 

 

 
 
７月１７日は、道民の日でした。北海道は

先住民族であるアイヌの人々が生活していた
土地です。７月の読み聞かせでは、アイヌ神
話等の絵本「ほらみてごらん」「アイヌごであ
そぼう」「ひまなこなべ」「ちいさなくまのカ
ムイのおはなし」「クマと少年」「パヨカカム
イ」を読んでいただきました。どの学年の子
どもたちも、自分たち 
の住んでいる北海道に、 
興味や関心をもちなが 
ら聞いていました。 

 
７月１０日（月）、１年生がロイロノートとい

うアプリの基本的な使い方を６年生に教えても

らいました。テキストに指を使って文字を書い

たり、撮影した写真を提出 

箱に入れたり、あっとい 

う間に操作を覚えていま 

した。今後もタブレット 

活用の幅を広げていける 

よう指導していきます。 

 
  

 ６月２１日（水）・２２日（木）に６年生の
修学旅行（登別方面）を予定通り実施するこ
とができました。 
１日目の登別伊達時代村では、江戸時代の

雰囲気を楽しみました。お化け屋敷に「キャ
ーキャー」と興奮気味。こけし絵付け体験で
は、色や模様を考えながら世界に一つだけの
こけしキーホルダーを作りました。ホテルで
は、美味しい食事と気持ちの良い温泉、友達
との部屋での交流等で楽しむ姿が見られま
した。地獄谷やホテルで観光客に進んで挨拶
する姿に感心しました。 
２日目は登別マリンパークとウポポイで

した。イルカのショーを楽しみました。ウポ
ポイでは、民族共生についての事前学習から
設定した個人の課題を追究しました。また、
学芸員さんの話を聞くなどして学びを深め
ました。わずか一泊二日という日程でした
が、登別や白老の魅力を感じながら、主体性、
協調性、社会性などが更に育まれました。ホ
テルゆもと登別のスタッフさんからは「こん
なに時間を守れる学校は、めったにありませ
ん。食べ方もきれいで素晴らしいです。」と
お褒めの言葉をいただきました。修学旅行を
実施する上で、たくさんの方にお世話にな
り、ありがとうございました。 

 

 
 
７月１１日（火）台湾から日本の食文化や

給食事情についての視察団の皆様が２０名
本校を訪れました。佐々木くるみ栄養教諭が
４年生で、「地産地消のよさについて考えよ
う」の授業をしました。 

 
 
７月１９日（水）、３年生は社会科で、ホクレン

ショップ東神楽店に出かけました。普段は関係者
以外立ち入り禁止となっているバックヤードで
魚を切り分ける部屋、肉を切り分ける部屋、品物
をパックに入れる部屋、 
飲み物を冷やす部屋など、 
じっくり見せてもらった 
り、あらかじめ考えた質 
問を店長さんに、答えて 
もらったりして学びを深 
めました。 

 

予定です。 
 

 

 

 

 

  

         

   

   

   

   

  

 

  

 

    

 

   

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

   

 

   

 

 

 

    

 

 

 

  

  

 

    

本の読み聞かせ 
 
 

令和５年度 学校だより 第４号 ７月２６日（水）東神楽町立東神楽小学校  地域の行事にできるだけ参加しましょう！ 

修学旅行 グリーンツーリズム（北川能園） 

 

１年生のタブレット学習 
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台湾視察団来校 
 
 

校外学習 
 
 


